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(57)【要約】
　これは電気エネルギー配電回路網（５５）に接続され
た複数の電池（５０）の残留容量を推定する方法である
。方法は以下のステップを含む。すなわち、エネルギー
貯蔵フェーズの間、電池の各々の経年変化の状態を決定
する集めた情報（２０、２５）および／または電池の使
用の計画に関連した情報および／またはユーザ指令に基
づいて前記複数の電池（５０）の中から電池（５０）を
選択するステップ（３０、３５）と、エネルギー排出フ
ェーズの間、経年変化の状態により、充電の所定の最大
レベルの到達まで優先度によって選択された前記電池（
５０）を充電するステップと、貯蔵フェーズの間、前記
選択された電池が充電の最大レベルに到達した場合、経
年変化の状態により、充電の所定の最小レベルの到達ま
で、優先度によって前記選択された電池を放電し、次い
で、前記選択された電池（５０）によって引き出された
エネルギーのレベル（ＥｒｅｓＣｈｋ）を測定するステ
ップとである。
【選択図】図１



(2) JP 2017-502276 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力配電回路網（５５）に接続された複数の電池（５０）の残留容量を推定する方法で
あって、前記回路網（５５）から来るエネルギーを前記複数の電池（５０）に貯蔵する貯
蔵フェーズと、前記エネルギーを前記回路網（５５）に返す放出フェーズとを含み、
　前記複数の電池（５０）からの前記電池（５０）の各々の経年変化の状態を決定するた
めに物理量に関連した情報を集めるステップ（２０、２５）と、
　集めた情報（２０、２５）および／または前記電池の使用の計画に関連した情報、およ
び／または、ユーザ命令に基づいて、前記複数の電池（５０）から１つの電池（５０）を
選択するステップ（３０、３５）と、
　前記エネルギー貯蔵フェーズの間、経年変化の状態により、所定の最大充電レベルに達
するまで、前記選択された電池（５０）を優先的に充電するステップと、
　前記貯蔵フェーズの間最大充電レベルに達した場合、前記エネルギー放出フェーズの間
、経年変化の状態により、所定の最小充電レベルに達するまで、前記選択された電池を優
先的に放電するステップ、または、前記選択された電池がまだ前記所定の最大充電レベル
に達していない場合、前記選択された電池を不活性にし、次いで、前記選択された電池（
５０）によって生じたエネルギーのレベル（ＥｒｅｓＣｈｋ）を測定するステップと、
　前記電池によって生じたエネルギーの前記レベル（ＥｒｅｓＣｈｋ）の測定に基づいて
前記選択された電池（５０）の残留容量を計算するステップとを含む、方法。
【請求項２】
　前記生じたエネルギーレベル（ＥｒｅｓＣｈｋ）を測定するためのフェーズの間、前記
電池が前記所定の最小充電レベルよりも大きい充電の状態をまだ提示する場合、システム
を貯蔵フェーズに戻しながら、前記電池を不活性にするステップを含むことを特徴とする
、請求項１に記載の推定する方法。
【請求項３】
　前記放出フェーズの間、前記選択された電池（５０）を放電するために所定の放電電力
値を固定するステップを含み、前記選択された電池（５０）が、この所定の放電電力値に
おいてのみ放電し、前記選択された電池（５０）が、前記回路網（５５）が前記放電電力
値未満の供給電力値を必要とする場合、放電することを停止することを特徴とする、請求
項１または２に記載の推定する方法。
【請求項４】
　前記電池における物理量の異常の存在を検出するために前記物理量に関連した前記集め
た情報も処理するステップと、
　前記物理量の異常を提示する前記電池（５０）を、充電のために、優先的に選択するス
テップとを含み、前記電池の使用の前記計画に関連した前記情報および／または前記ユー
ザ命令が、そのとき、優先度がより低くなることを特徴とする、請求項１から３のいずれ
か一項に記載の推定する方法。
【請求項５】
　前記ステップが、定期的に、好ましくは周期的に始動されることを特徴とする、請求項
１から４のいずれか一項に記載の推定する方法。
【請求項６】
　固定貯蔵システムによって実装されることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一
項に記載の推定する方法。
【請求項７】
　前記生じたエネルギーレベル（ＥｒｅｓＣｈｋ）を前記選択された電池（５０）の保証
された最小エネルギーレベル（Ｅ２ｎｄ，ＭＩＮ）と比較するステップを含む、すなわち
、
　前記生じたエネルギーレベルが前記保証された最小エネルギーレベル以上である場合、
次いで不十分な容量点検カウンタがリセットされ、
　前記生じたエネルギーレベルが前記保証された最小エネルギーレベル未満である場合、
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　次いで前記カウンタが１つの単位だけインクリメントされ、
　前記カウンタが所定の閾値を超える場合、次いでこの電池（５０）を交換する情報が送
られ、または、前記電池（５０）の充電の終わり電圧がインクリメントされることを特徴
とする、請求項５に記載の推定する方法。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の方法を実装するための手段を備える複数の電池
（５０）の残留容量を推定するためのシステム。
【請求項９】
　請求項８に記載のシステムを備える建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の接続された電池の残留容量を推定するための方法に関する。
【０００２】
　本発明は電池の種類にかかわらず適用することができる。
【背景技術】
【０００３】
　電力配電回路網に供給するために複数の電池を接続することが知られている。具体的に
は、電気自動車用電池は固定環境で使用されるためにリサイクルされ得る。これらの電池
は電気自動車の場合など搭載用途には十分なエネルギーを有していないので、他方ではエ
ネルギーを貯蔵し、需要に応じ他のときにエネルギーを返すことができるため固定環境で
使用することができる。
【０００４】
　当該分野では、米国特許出願公開第２０１２／０２４９０４８号から、自然電力生産プ
ラント（例えば、風力または光起電力）を管理するための電池充放電決定デバイスであっ
て、自然電気エネルギーの生産の時間の間、エネルギーを貯蔵するエネルギー貯蔵フェー
ズと、このエネルギーを生産時間外に返すエネルギー放出フェーズとを含むデバイスが、
すでに知られている。米国特許出願公開第２０１２／０２４９０４８号は、時間とともに
変化する電池状態の情報、とりわけ電池が充電または放電されているときの電池の充電の
状態、電池の経年変化の状態、および電池の端子における電圧または電流測定値を使用し
た、電池寄与の制御について記載している。
【０００５】
　この種類のデバイスは、あまり正確ではないという欠点を提示し、電池の実際に使用可
能なエネルギーを推定するのに必要なすべての要素を考慮に入れるわけではないことが観
察されている。さらに、この種類のデバイスは、測定をして、その経年変化の状態などの
電池の様々な特性を推定するために、操作者による周期的点検の介入を伴う。この結果、
電力配電回路網に供給するために接続された電池の動作のコスト（例えば、スタッフおよ
び保全設備）および点検動作の間の電池の利用不可能の時間が増大する。
【発明の概要】
【０００６】
　この文脈において、本発明の目的は、前述の欠点の少なくともいくつかを克服すること
、とりわけ操業コストを最適化することである。別の目的は、電力配電回路網に供給する
ための最小エネルギーレベルを確実にして、各電池の残留容量を点検する精度を改善し、
それによって、電池によって実際に使用可能なエネルギーを推定し、それらの経年変化に
よる構成要素の劣化を考慮に入れることである。別の目的は、この複数の電池の残留容量
を管理することを必要とする機器を低減することである。別の目的は、複数の電池を動作
の状態に保持する命令および電池の経年変化の状態の考慮に固執することに反する可能性
に関連したコストを低減すること、言い換えれば、時間の経過における方法の動作の信頼
性および安全性である。最後に、本発明は、方法を自動化し、電池がその環境から隔離さ
れることを求める過度の手動介入を回避することを目的とする。
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【０００７】
　提案する解決策は、方法が以下のステップを含むことである。すなわち、
　－　前記複数の電池からの電池の各々の経年変化の状態を決定するために、物理量に関
連した情報を集めるステップ、
　－　集めた情報および／または電池の使用の計画に関連した情報および／またはユーザ
命令に基づいて、前記複数の電池から電池を選択するステップ、
　－　エネルギー貯蔵フェーズの間、経年変化の状態により、所定の最大充電レベルに達
するまで前記選択された電池を優先的に充電するステップ、
　－　前記選択された電池が貯蔵フェーズの間最大充電レベルに達した場合、エネルギー
放出フェーズの間、経年変化の状態により、所定の最小充電レベルに達するまで、前記選
択された電池を優先的に放電するステップ、または前記選択された電池がまだ所定の最大
充電レベルに達していない場合、前記選択された電池を不活性にし、次いで、前記選択さ
れた電池によって生じたエネルギーのレベルを測定するステップ、
　－　前記電池によって生じたエネルギーのレベルの測定に基づいて前記選択された電池
の残留容量を計算するステップ。
【０００８】
　この解決策は前述の問題を克服することを実現する。
【０００９】
　生じたエネルギーレベルを測定するためのステップおよびこれに続く残留容量計算は、
エネルギー貯蔵システムの動作のコストを、とりわけ設備および保全のコストに関して、
最適化できることを意味する。これらのステップは、相互に接続されたこの複数の電池の
動作状態を定期的に点検するために、電池の経年変化の状態、電池の使用の計画（および
／またはユーザ命令）を考慮に入れることを実現する。さらに、これらのステップは、シ
ステムの動作の劣化を追跡することおよび可能な限り劣化を補償しようとすることを実現
する。これらのステップは、したがって、前記推定する方法を実装するシステムの堅牢性
を改善することを実現する。
【００１０】
　一実施形態において、方法は、生じたエネルギーレベルを測定するためのフェーズの間
、前記電池が前記所定の最小充電レベルよりも大きい充電の状態をまだ提示する場合、シ
ステムを貯蔵フェーズに戻しておきながら、前記電池を不活性にするステップを含む。
【００１１】
　一実施形態において、方法は、放出フェーズの間、選択された電池を放電するために所
定の放電電力値を固定するステップを含み、前記選択された電池は、この所定の放電電力
値においてのみ放電し、前記選択された電池は、回路網が前記放電電力値未満の供給電力
値を必要とする場合、放電することを停止する。
【００１２】
　一実施形態において、方法は以下を含む。すなわち、
　－　電池における物理量の異常の存在を検出するために物理量に関連した集めた情報も
処理するステップ、
　－　充電されるために、物理量の異常を提示する電池を優先的に選択するステップであ
って、電池の使用の計画に関連した情報および／またはユーザ命令は優先度がより低くな
る、選択するステップ。
【００１３】
　一実施形態において、ステップは、定期的に、好ましくは周期的に始動される。
【００１４】
　一実施形態において、方法は固定貯蔵システムによって実装される。
【００１５】
　一実施形態において、方法は、前記生じエネルギーレベルを選択された電池の保証され
た最小エネルギーレベルと比較するステップを含む、すなわち、
　・　生じたエネルギーレベルが保証された最小エネルギーレベル以上である場合、不十
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分な容量点検カウンタがリセットされ、
　・　生じたエネルギーレベルが保証された最小エネルギーレベル未満である場合、
　－　カウンタが１つの単位だけインクリメントされ、
　－　カウンタが所定の閾値を超える場合、この電池を交換する情報が送られ、または電
池の充電の終わり電圧がインクリメントされる。
【００１６】
　第２の目的によれば、別の目的は、先行する実施形態のうちのいずれかの１つによる方
法を実装するための手段を備える複数の電池の残留容量を推定するためのシステムである
。
【００１７】
　第３の目的によれば、前述のシステムを備えた建物も提案される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】固定貯蔵システムのアーキテクチャ例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明によれば、方法は、電力配電回路網５５から来るエネルギーを複数の電池５０に
貯蔵するエネルギー貯蔵の第１のフェーズと、エネルギーを電力配電回路網５５に返すた
めのエネルギー放出の第２のフェーズとを含む。方法は以下のステップを含む。すなわち
、
　－　前記複数の電池５０からの電池５０の各々の経年変化の状態を決定するために物理
量に関連した情報を集めるステップ、
　－　集めた情報および／または電池の使用の計画に関連した情報および／またはユーザ
命令に基づいて、前記複数の電池５０から電池５０を選択するステップ、
　－　前記エネルギー貯蔵の第１のフェーズの間、経年変化の状態により、所定の最大充
電レベルに達するまで、前記選択された電池（５０）を優先的に充電するステップ、
　－　前記エネルギー放出の第２のフェーズの間、所定の最小充電レベルに達するまで、
前記選択された電池を優先的に放電するステップ、または前記選択された電池がまだ所定
の最大充電レベルに達していない場合、経年変化の状態により、前記選択された電池を不
活性にし、次いで前記選択された電池（５０）によって生じたエネルギーのレベルＥｒｅ

ｓＣｈｋを測定するステップ。方法は、前記電池が前記所定の最小充電レベルよりも大き
い充電の状態をまだ提示する場合、システムを貯蔵フェーズに戻しておきながら、前記電
池を不活性にするステップが必要であるステップをさらに含むことができる。
　－　選択された電池５０によって生じたエネルギーのレベルＥｒｅｓＣｈｋの測定に基
づいて前記電池５０の残留容量を計算するステップ。
【００２０】
　好ましくは、上記のステップの組は、固定貯蔵システム５６によって実装される。
【００２１】
　その経年変化により、電池５０の性能レベルは、その使用の間著しく変わることがある
。固定貯蔵システム５６はこの情報を点検する。
【００２２】
　固定貯蔵システム５６の主な機能は、複数の電池５０がそれらのエネルギー容量の最大
で使用されることを可能にするために複数の電池５０を形成する各電池５０の状態に関す
る情報の管理を実装することである。
【００２３】
　固定貯蔵システムは、電池の経年変化の状態を決定するために物理量に関連した情報を
集めることができる。この情報は以下（非網羅的リスト）であり得る。すなわち、
　－　電池の様々な箇所における温度、
　－　電池の全電圧および電流、
　－　電池の各セルの電圧、
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　－　電池の充電の状態、
　－　放電モードにおける残りの利用可能なエネルギー、放電モードにおける利用可能な
電力。
【００２４】
　任意の電池５０は時間の経過において劣化する、すなわち、主に２つの理由で、その全
容量が時間の経過において徐々に低減する。すなわち、
　－　電池の充電の様々な状態（０％から１００％の間の）におけるおよび電池が受けて
いる温度における電池使用時間に関連した歴劣化、
　－　電池５０の循環に関連した、電池５０によってすでに放電されたエネルギーに関連
した劣化。
【００２５】
　図１に示すように、複数の電池５０の残留容量のための固定貯蔵システム５６は、以下
の要素を備える。すなわち、
　－　電池５０、
　－　電池監視システム５１、
　－　固定貯蔵制御システム５２、
　－　充電器５３、
　－　インバータ５４。
【００２６】
　これらの要素は固定貯蔵システム５６を形成する。この固定貯蔵システム５６は交流回
路網５５に接続される。
【００２７】
　電池５０の監視システム５１は、電池の物理量（温度の測定値、セルの各々の電圧、電
流などの）の取得を実施する。これらの物理量の目的は、とりわけ電池５０の経年変化の
状態を決定することである。電池５０の監視システム５１は、例えば、以下を決定するた
めにこれらの測定値に基づいて計算を実施する。すなわち、
　－　セルの最小電圧ＶＣｅｌｌＭｉｎ、
　－　充電が終了するかどうかを指示する第１の２進値ｆＥＯＣ＝１またはｆＥＯＣ＝０
、
　－　電池５０が損傷されることなくサポートすることができる充電電力ＰＣＨＧ，ＨＶ

Ｂまたは放電電力ＰＤＣＨＧ，ＨＶＢ、
　－　電池５０の端子において測定された電圧ＶＨＶＢおよび電流ＩＨＶＢ、
　－　電池５０から利用可能なエネルギーの量ＥＨＶＢ。
【００２８】
　電池５０の監視システム５１は、電池５０の経年変化の状態を決定するための物理量を
固定貯蔵制御システム５２に連絡する。
【００２９】
　充電器５３およびインバータ５４は、それぞれ、達成可能電力ＰＢＣＢおよびＰＩＮＶ

を固定貯蔵制御システム５２に連絡する。
【００３０】
　一実施形態において、電池の経年変化の状態を決定するために物理量に関連した集めた
情報は、電池における物理量の異常の存在を検出するためにやはり処理される。次いで、
物理量における異常を提示する電池５０が充電されるために優先的に選択され、電池の使
用の計画に関連した情報および／またはユーザ命令は優先度がより低くなる。好ましくは
、この集めた情報を処理するのは固定貯蔵制御システム５６である。
【００３１】
　この固定貯蔵制御システム５２は、ある一定のエネルギー制約を受ける。例えば、固定
貯蔵制御システム５２は、オフピーク時の間は電池５０を充電することを要求し、高負荷
時の間は電池５０を放電することを要求することができる。
【００３２】
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　図１に示すように、固定貯蔵制御システム５２は、受け取る情報およびそのエネルギー
制約により充電または放電命令を確立する。命令は実行されるために充電器５３またはイ
ンバータ５４に送られる。すなわち、電池５０は充電または放電される。
【００３３】
　サービス提供の文脈において、顧客に保証された最小エネルギーレベルは、Ｅ２ｎｄ，

ＭＩＮである。手順の目的は、保証された最小エネルギーレベルＥ２ｎｄ，ＭＩＮに対し
て残留容量ＥＲｅｓＣｈｋが十分であるかどうかを点検することである。そうでない場合
には、例えば、電池５０をさらに充電することによって、保証された最小エネルギーレベ
ルＥ２ｎｄ，ＭＩＮを保証するために固定貯蔵制御システム５２の挙動を変更するか、ま
たは複数の他の電池５０に接続された電池５０をより高い残留容量を有する別の電池５０
に取り換えるかのいずれかを考慮することが必要である。
【００３４】
　固定貯蔵制御システム５２は、本明細書で対象とする計算のほとんどを本発明の一環と
して実施する。
【００３５】
　したがって、電池５０の充電が終了したかどうかを指示する第１の２進値は、セルの最
小電圧ＶＣｅｌｌＭｉｎが充電の終わり電圧ＶＣｅｌｌＥＯＣ以上である場合、ｆＥＯＣ

２ｎｄ＝１に等しい。充電の終わり電圧ＶＣｅｌｌＥＯＣは充電の終わりにおける所望の
電圧値に対応する。すなわち、電圧ＶＣｅｌｌＥＯＣは、残留容量点検手順の結果により
調整することができる。その初期値は、充電された電池５０（ｆＥＯＣ２ｎｄ＝１）がＥ

２ｎｄ，ＭＩＮ以上のエネルギーの量を有するようにするために、電池５０の経年変化の
状態により決定される。
【００３６】
　第２の２進値ｆＥＯＤＣ２ｎｄは、電池５０の放電が終了したことを指示する。放電電
力ＰＤＣＨＧが閾値電力以下である場合、ｆＥＯＤＣ２ｎｄ＝１である。
【００３７】
　固定貯蔵制御システム５２はその動作を制限することができる。より具体的には、固定
貯蔵制御システム５２は、複数の電池５０の放電を禁止することができ、そのとき充電だ
けが可能である。固定貯蔵制御システム５２は、複数の電池の充電も禁止することができ
、そのとき放電だけが可能である。もちろん、固定貯蔵制御システム５２は、充電および
放電が可能であるように構成することができる。これらの選択は、電力配電回路網の状態
により行われる。例により、建物が追加の電気エネルギーの寄与を必要とする期間があり
得る（そのとき方法はその放出の第２のフェーズにある）。この文脈において、本発明の
寄与は追加の電気エネルギーのこの寄与を可能にする。電力配電回路網が過剰に建物に供
給する場合、複数の接続された電池５０は、そのエネルギー貯蔵の第１のフェーズにある
。この文脈において、複数の電池５０の充電または放電を禁止することは有用である。
【００３８】
　各電池の残留容量点検手順は、とりわけ４つのステップから構成される。すなわち、
　－　手順を始動させるステップ、
　－　第１の２進値が得られるまで電池を充電するステップ（ｆＥＯＣ＝１またはｆＥＯ

Ｃ２ｎｄ＝１）、
　－　第２の２進値ｆＥＯＤＣ２ｎｄ＝１が得られるまで電池を放電するステップ。放電
の間、放電されたエネルギーの量ＥｒｅｓＣｈｋ（単位ｋＷｈ）が測定される。
　－　放電の結果に対して固定貯蔵制御システム５２の挙動を調整するステップ。例えば
、エネルギーレベルＥｒｅｓＣｈｋが電池５０の保証された最小エネルギーレベルＥ２ｎ

ｄ，ＭＩＮ未満である場合、例えば、この電池５０を廃棄することが判定され得る。
【００３９】
　残留容量点検手順を始動させるためにいくつかのメカニズムが導入されている。すなわ
ち、
　－　前記複数の電池５０からの電池５０の各々の経年変化の状態を決定するために物理
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量に関連した情報を集めるためのステップ、集めた情報および／または電池の使用の計画
に関連した情報および／またはユーザ命令に基づいて前記複数の電池５０から電池５０を
選択するためのステップ、第１の貯蔵のフェーズの間、前記選択された電池５０を優先的
に充電するためのステップ、第２の供給のフェーズの間、前記選択された電池を優先的に
放電するためのステップ、前記選択された電池５０によって生じたエネルギーのレベルＥ

ｒｅｓＣｈｋを測定するためのステップおよび前記電池によって生じたエネルギーのレベ
ルＥｒｅｓＣｈｋの測定に基づいて選択された電池５０の残留容量を計算するためのステ
ップが、定期的に、好ましくは周期的に、所定の周波数において始動される。
　－　前記複数の電池５０からの電池５０の各々の経年変化の状態を決定するために物理
量に関連した情報を集めるためのステップ、集めた情報および／または電池の使用の計画
に関連した情報および／またはユーザ命令に基づいて前記複数の電池５０から電池５０を
選択するためのステップ、第１の貯蔵のフェーズの間、前記選択された電池５０を優先的
に充電するためのステップ、第２の供給のフェーズの間、前記選択された電池を優先的に
放電するためのステップ、前記選択された電池５０によって生じたエネルギーのレベルＥ

ｒｅｓＣｈｋを測定するためのステップおよび前記電池によって生じたエネルギーのレベ
ルＥｒｅｓＣｈｋの測定に基づいて選択された電池５０の残留容量を計算するためのステ
ップは、ユーザによって与えられた命令によって始動され、前記固定貯蔵システム５６に
（好ましくは、固定貯蔵制御システム５２に）連絡される。人間の操作者は、次いで、直
ちに、または所定の時間においてのいずれかで、手順を始動させる指図を与えることがで
きる。
【００４０】
　前記複数の電池５０からの電池５０の選択は、前述のユーザ命令を追加することができ
る集めた情報および／または電池の使用の計画に関連した情報に基づいて実施される。「
電池の使用の計画に関連した情報」は、本明細書では、所定および任意であるまたは電池
の種類または電池の公称容量などの基準による指図に関連した情報であって、それらの経
年変化の状態に関連した情報とは無関係の情報を意味すると理解される。
【００４１】
　固定貯蔵システム５６がいくつかの電池から構成されるとき、一度に１つの電池５０に
対して方法を開始するように注意を払う。この考えは、例えば、第２のエネルギー供給の
フェーズの間、点検される電池５０が一時的に引き受けることができない仕事を引き受け
ることをシステム５６の他の電池５０に要求することによって、ユーザへのシステム５６
の利用可能性を最大限度まで維持することである。
【００４２】
　点検される電池５０の充電を完了するために、固定貯蔵制御システム５２は、建物がエ
ネルギーを貯蔵する必要がある時間を利用する。これらの条件下で、第１の貯蔵のフェー
ズの間、容量点検を受ける電池５０が、優先し（完全なシステムの他の電池よりも）、そ
の充電レベルを増大させるシーケンスを利用する（電池の充電器を駆動する固定貯蔵制御
システム５２により）。
【００４３】
　反対に、充電されており、所定の最大充電レベルをまだ超えていない電池５０は、第２
のエネルギー供給のフェーズにおいて不活性に保持され、その場合、ユーザの需要はエネ
ルギーを供給することである。システムの他の電池５０は、次いで、寄与するようにされ
る。それは本発明の主要な要素である。これが固定貯蔵制御システム５２が、次いで、電
池の放電を禁止する理由であり、その充電レベルは、所定の最大充電レベル未満であり、
以下を確立する。すなわち、
　－　放電電力ＰＤＣＨＧがゼロであり、
　－　ＰＣＨＧ，ＭＩＮ＝ｍｉｎ（ＰＣＨＧ，ＬＩＭ，ＰＣＨＧ，ＨＶＢ，ＰＢＣＢ）で
あり、ここで、ＰＣＨＧ，ＭＩＮは貯蔵システムの測定器の精度により充電の最大達成可
能電力であり、ＰＣＨＧ，ＨＶＢは電池が損傷されずにサポートすることができる充電電
力であり、ＰＢＣＢは充電器５３の達成可能電力である。
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　－　ＰＣＨＧ，ＭＡＸ＝ｍｉｎ（ＰＣＨＧ，ＨＶＢ，ＰＢＣＢ）であり、ここで、ＰＣ

ＨＧ，ＭＡＸは、充電の最大達成可能電力である。
　－　ＥＣＨＧ＝Ｅ２ｎｄ，ＭＩＮ－Ｅ２ｎｄであり、ここでＥＣＨＧは充電に利用可能
なエネルギーであり、Ｅ２ｎｄは電池に利用可能なエネルギーであり、Ｅ２ｎｄ，ＭＩＮ

は電池の保証された最小エネルギーレベルである。
　－　放電エネルギーＥＤＣＨＧがゼロである。
【００４４】
　固定貯蔵制御システム５２は、そのエネルギーの需要により、充電器５３に送る充電命
令も確立する。このステップは、ｆＥＯＣ２ｎｄ＝１またはｆＥＯＣ＝１であるならば、
終了する。
【００４５】
　点検される電池５０の放電に関して、手順は充電に使用される手順と同様である。具体
的には、固定貯蔵制御システム５２は、残留容量点検を受けた電池５０を優先的に従事さ
せるために、ユーザの需要がエネルギーを供給することの需要である第２の供給のフェー
ズを利用する。
【００４６】
　測定の再現性および代表性を確実にするために、さらに制約が前記電池５０の放電電力
に加えられる。固定貯蔵制御システム５２は、放電フェーズの間、選択された電池５０を
放電させるために所定の放電電力値を固定し、前記選択された電池５０は、この所定の放
電電力値においてのみ放電する。好ましくは、所定の放電電力値は、最大放電電力値であ
り、選択された電池５０は、前記回路網が前記最大放電電力値未満の供給電力値を求める
場合、放電を停止する。供給電力は、回路網によって回路網に接続された電気設備に供給
するように要求される電力に対応する。これらの条件下で、この電力より大きいユーザの
需要によってのみ、前記電池５０が放電を継続することが可能になる。
【００４７】
　このステップの間、固定貯蔵制御システム５２は充電を禁止し、以下を確立する。すな
わち、
　－　ＰＤＣＨＧ，ＭＩＮ＝ｍｉｎ（ＰＤＣＨＧ，ＨＶＢ，ＰＩＮＶ）であり、ここで、
ＰＤＣＨＧ，ＭＩＮは貯蔵システムの測定器の精度による放電の最小達成可能電力であり
、ＰＤＣＨＧ，ＨＶＢは電池５０が損傷されずにサポートすることができる放電電力であ
り、ＰＩＮＶはインバータ５４の達成可能な電力である。
　－　充電電力はゼロである。
　－　ＰＤＣＨＧ，ＭＡＸ＝ｍｉｎ（ＰＤＣＨＧ，ＨＶＢ，ＰＩＮＶ）であり、ここで、
ＰＤＣＨＧ，ＭＡＸは貯蔵システムの測定器の精度による放電の最大達成可能電力である
。
　－　充電エネルギーＥＣＨＧはゼロである。
　－　放電エネルギーＥＤＣＨＧは電池Ｅ２ｎｄの利用可能な充電エネルギーに等しい。
【００４８】
　固定貯蔵制御システム５２は、そのエネルギーの需要により、インバータ５４に送る放
電命令も確立する。放電試験の再現性を確実にするために、固定貯蔵制御システム５２（
好ましくは、固定貯蔵制御システム５６）は、ＰＤＣＨＧ，ＭＩＮ＝ＰＤＣＨＧ，ＭＡＸ

であるように最小放電電力を増大させる。
【００４９】
　固定貯蔵制御システム５２は、エネルギーの需要により、固定貯蔵制御システム５２が
放電を許可することが可能になるたびに、電池５０の生じたエネルギーＥＲｅｓＣｈｋの
カウントを実施する。生じたエネルギーレベルは以下のように計算される。すなわち、

【００５０】
　ＶＨＶＢは電池が放電する電圧である。ＩＨＶＢは電池が放電する強度である。このス
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テップはｆＥＯＤＣ＝１であるならば終了する。これらは電池の端子において測定された
電圧および電流値である。
【００５１】
　したがって、選択された電池が完全に放電した後、固定貯蔵システムは、選択された電
池５０によって生じたエネルギーのレベルＥｒｅｓＣｈｋを計算する。生じたエネルギー
レベルＥｒｅｓＣｈｋは、電池５０の前記保証された最小エネルギーレベルＥ２ｎｄ，Ｍ

ＩＮと比較される。
【００５２】
　生じたエネルギーレベルＥｒｅｓＣｈｋが電池５０の保証された最小エネルギーレベル
Ｅ２ｎｄ，ＭＩＮ以上である場合、不十分な容量点検カウンタを構成する固定貯蔵制御シ
ステム５２を装備した固定貯蔵システム５６は、このカウンタをリセットする。
【００５３】
　生じたエネルギーレベルＥｒｅｓＣｈｋが電池５０の保証された最小エネルギーレベル
未満である場合、
　－　カウンタは、生じたエネルギーレベルＥｒｅｓＣｈｋと保証された最小エネルギー
レベルＥ２ｎｄ，ＭＩＮとの各比較において、１つの単位だけインクリメントされる。
　－　カウンタが所定の閾値を超える場合、この電池５０を交換する情報が貯蔵システム
５２によって送られ、または電池５０の充電の終わり電圧がインクリメントされる。

【図１】
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